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今
夏
、
再
度
読
み
直
し
た
い
書
物
が

二
つ
あ
り
『
国
家
の
品
格
』（
藤
原
正
彦

著
）
と
『
民
間
防
衛
』（
ス
イ
ス
政
府
編
）

で
し
た
。
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
俄

か
に「
外
国
人
問
題
」が「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
と
共
に
脚
光

を
浴
び
、
各
党
の
政
策
論
議
に
な
り
有

権
者
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
強
く
与
え
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
各
メ
デ
ィ
ア
は
一

部
政
党
に
対
し
て
「
排
外
主
義
」「
差
別

主
義
」「
人
権
軽
視
」
と
非
難
轟
々
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。
果

て
は
「
辞
め
る
な
石
破
」「
踏
ん
張
れ
石

破
」
と
過
半
数
割
れ
の
選
挙
結
果
で
民

意
が
出
た
は
ず
の
政
権
与
党
の
総
裁
が
、

反
保
守
の
活
動
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

に
応
援
デ
モ
を
さ
れ
る
と
い
う
前
代
未

聞
の
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
国
家
の
品
格
』
は
20
年
前
に
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
本
で
、
数
学
者
の
著

者
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
傾
倒
し
て
い

く
日
本
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
日
本

人
が
元
来
有
し
て
い
た
民
族
の
誇
り
や

素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
訴

え
た
も
の
で
し
た
。
令
和
に
な
り
著
者

の
危
惧
は
現
実
の
も
の
と
な
り
日
本
社

会
が
融
解
し
て
い
く
危
機
的
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
時
の
政
権
の
政
治
判
断

が
こ
の
状
況
を
招
い
た
の
は
間
違
い
な

い
で
す
が
、
有
権
者
で
あ
る
国
民
が
そ

れ
を
よ
し
と
し
て
来
た
結
果
で
も
あ
る

の
で
す
。
そ
こ
に
国
民
の
世
論
を
誘
導

し
た
勢
力
が
あ
る
の
も
間
違
い
な
い
と

『
民
間
防
衛
』
を
読
ん
で
思
い
ま
し
た
。

永
世
中
立
国
の
ス
イ
ス
連
邦
内
閣
の
要

請
で
連
邦
法
務
警
察
省
が
作
成
し
た
も

の
の
中
か
ら
書
き
出
し
て
み
ま
す
。（
以

下
抜
粋
）

⃝

「
我
々
を
取
り
囲
む
国
々
が
武
装
し
続

け
る
限
り
、
我
々
は
国
家
の
防
衛
を

怠
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　
「
敗
北
主
義
―
そ
れ
は
猫
撫
で
声
で
最

も
崇
高
な
感
情
に
訴
え
る
。
諸
民
族

の
間
の
協
力
、
世
界
平
和
へ
の
献
身
、

愛
の
あ
る
秩
序
の
確
立
…
結
論
は
時

代
遅
れ
の
軍
事
防
衛
は
放
棄
し
よ
う
」

　
「
新
聞
は
、
崇
高
な
る
人
道
的
感
情
に

よ
っ
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
記
事
を
書

き
立
て
る
」

⃝

「
敵
は
わ
れ
わ
れ
の
抵
抗
意
志
を
挫
こ

う
と
す
る
」

　
「
核
武
装
反
対　

そ
れ
は
ス
イ
ス
に

相
応
し
く
な
い
」「
農
民
た
ち　
装
甲

車
を
諸
君
の
土
地
に
入
れ
さ
せ
る
な
」

「
平
和
、
平
和
を
」「
汝　
殺
す
な
か

れ　
婦
人
た
ち
は
、
と
り
わ
け
戦
争

に
反
対
す
る
運
動
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

⃝

「
敵
は
意
外
な
や
り
方
で
攻
め
て
く
る
」

　
「
我
が
国
に
、
我
々
の
教
義
や
生
活
様

式
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
退
廃
的

思
想
、
新
聞
、
書
籍
、
映
画
、
ラ
ジ

オ
放
送
、
テ
レ
ビ
放
送
の
、
ど
の
よ

う
な
も
の
も
入
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
」

　
　
他
国
を
侵
略
す
る
戦
争
は
、
武
器

を
使
わ
ず
と
も
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
時

間
を
か
け
て
遂
行
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
証
左
と
し
て
、
首
相
官
邸
周
辺

で
起
き
た
「
石
破
や
め
ろ
」
の
４
千

人
規
模
の
デ
モ
の
様
子
は
地
上
波
テ

レ
ビ
も
新
聞
各
紙
も
報
道
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
日
本
は
他
国
に
確
実
に
狙

わ
れ
、
国
民
の
生
命
と
財
産
が
蝕
ま

れ
奪
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
読
み
直

し
た
二
冊
の
本
で
し
た
。



現
職
教
員
等
の
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
　

全
国
大
会
に
参
加
し
て
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澄

　
今
回
も
大
学
な
ど
で
研
究
し
て
い

る
専
門
家
と
会
員
に
よ
る
実
践
報
告

の
形
式
で
、
遠
隔
と
対
面
方
式
で
行

わ
れ
た
。
講
演
を
行
な
っ
た
専
修
大

学
法
学
部
の
鈴
木
潔
教
授
は
白
幡
天

神
社
宮
司
で
も
あ
る
の
で
、
研
究
と

実
践
を
兼
ね
た
報
告
は
デ
ー
タ
ー
を

元
に
分
析
、
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の

で
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
冒
頭
に

「
神
職
自
身
の
思
想
・
意
識
や
ス
キ

ル
の
問
題
」
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
同
感
で

あ
る
。
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
の

必
要
性
は
、
別
の
研
修
会
で
他
の
専

門
家
も
指
摘
し
て
い
た
の
で
明
ら
か

に
ト
レ
ン
ド
な
の
だ
ろ
う
。
神
社
が

主
体
と
な
る
社
会
的
意
義
が
６
項
目

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
奉
務
社
で

は
湯
の
花
神
事
、
菖
蒲
葺
き
へ
の
参

加
、
そ
し
て
神
職
の
出
張
授
業
と
成

果
を
出
し
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。

　
報
告
Ⅰ
は
広
島
県
の
観
音
神
社
宮

司
川
口
潤
先
生
だ
っ
た
。
広
島
県
の

平
和
教
育
は
、
現
在
日
本
の
教
育

現
場
で
行
わ
れ
る
平
和
教
育
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
根
幹

に
あ
る
の
は
戦
争
→
原
爆
投
下
→
悲

惨
→
平
和
の
希
求
で
あ
る
。
用
意
さ

れ
た
ス
ラ
イ
ド
に
は
破
壊
尽
く
さ
れ

た
市
街
地
に
え
び
す
神
社
の
姿
が
あ

り
、
そ
の
神
社
の
復
興
が
被
爆
し
て

か
ら
そ
う
時
間
が
経
た
な
い
中
で
行

わ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
時
に
は

衝
撃
だ
っ
た
。
こ
の
写
真
は
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
世
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
惨
禍
を
受
け
た
広
島

で
、
人
々
の
復
興
に
向
け
て
立
ち
上

が
っ
て
い
る
姿
が
、
神
社
と
共
に

あ
っ
た
事
に
感
銘
を
受
け
た
。ま
た
、

音
楽
の
教
師
が
伝
統
的
な
雅
楽
と
の

邂
逅
に
よ
っ
て
大
い
な
る
刺
激
を
受

け
た
事
例
や
、
そ
の
他
に
も
神
社
で

諸
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
報
告
が

あ
っ
た
。
戦
後
は
国
、
郷
土
、
伝
統

と
い
う
も
の
が
忌
避
さ
れ
て
来
た
風

潮
の
中
、
教
員
の
本
心
（
良
心
）
が

求
め
て
い
る
も
の
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

さ
れ
た
先
生
は
、
神
社
（
神
職
）
が

地
域
の
連
携
の
主
体
と
な
る
取
り
組

み
を
実
践
さ
れ
た
と
思
っ
た
。

　
報
告
Ⅱ
は
島
根
県
の
三
部
八
幡
宮

宮
司
糸
賀
明
広
先
生
だ
っ
た
。
神
社

と
は
無
縁
だ
っ
た
先
生
は
結
婚
を
機

に
神
職
に
な
る
覚
悟
を
決
め
鎌
倉
か

ら
ゆ
か
り
も
無
い
島
根
県
に
移
住
さ

れ
宮
司
に
な
ら
れ
た
。
当
会
副
会
長

の
勧
誘
も
あ
り
会
員
に
な
っ
て
か
ら

は
積
極
的
に
研
修
会
に
も
参
加
し
研

鑽
を
積
ん
で
お
ら
れ
る
。
先
生
は
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
、
で
き
る

事
は
な
い
か
と
思
案
し
て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
数
学
嫌
い
に
課
題
を
見

つ
け
た
。
そ
こ
を
突
破
口
に
、
神
社

で
寺
子
屋
を
始
め
江
戸
時
代
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
算
額
と
い
う
方
法
を
用

い
た
。
人
脈
を
作
り
交
流
を
広
げ
神

社
に
興
味
を
持
つ
教
員
や
保
護
者
の

中
か
ら
理
解
者
、
協
力
者
を
誕
生
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は

水
面
に
広
が
る
波
紋
の
よ
う
に
少
し

ず
つ
県
外
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
先
生
の
逆
境
の
中
で

も
前
向
き
に
捉
え
、
気
付
き
と
行
動

力
に
よ
っ
て
為
せ
る
取
り
組
み
で
あ

る
。

　
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
連
携
の

一
例
で
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
を

持
つ
先
生
の
活
躍
が
斯
界
の
活
性
化

に
繋
が
れ
ば
と
期
待
す
る
。

仁
多
支
部  

植
田
　
由
紀
子

　

姫
路
駅
に
降
り
立
つ
と
気
温
は

三
十
五
℃
近
く
。
日
本
全
国
何
処
も

暑
さ
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。
北
口

を
出
る
と
広
々
と
し
た
大
手
前
通
り

が
伸
び
て
お
り
、
そ
の
先
に
は
姫
路

城
大
天
守
。
国
宝
「
白
鷺
城
」
は
青

空
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
た
絵
画
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
北
口
か
ら
歩
い
て

約
十
五
分
、
お
城
の
手
前
に
大
会

一
日
目
の
会
場
で
あ
る
射
楯
兵
主

（
い
た
て
ひ
ょ
う
ず
）
神
社
は
鎮
座

し
て
い
る
。
地
元
の
方
か
ら
は
「
総

社
（
そ
う
し
ゃ
）
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
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親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
掃
除

の
行
き
届
い
た
境
内
は
清
々
し
く
、

時
折
気
持
ち
の
良
い
風
が
吹
い
て

い
た
。

　

十
二
時
半
〜
創
立
六
十
五
周
年

記
念
式
典
挙
行
。
開
式
に
先
立
ち
関

係
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
る
。
寳
來

会
長
の
挨
拶
で
は
「
教
育
の
重
要

性
は
日
本
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち

の
行
方
を
左
右
す
る
こ
と
に
あ
る
。

我
々
は
そ
れ
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
」

と
強
調
。
来
賓
の
田
中
恒
清
神
社

本
庁
総
長
は
全
教
神
協
に
対
す
る

要
請
と
し
て
「
日
本
人
と
し
て
の

心
を
育
み
わ
が
国
の
将
来
を
担
う

後
進
育
成
」
に
つ
い
て
触
れ
、
垣

田
宗
彦
兵
庫
県
神
社
庁
長
は
人
材

見
つ
め
直
し
、
文
化
や
社
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
生
き
る
た

め
の
知
恵
や
勇
気
を
得
る
」
こ
と

を
述
べ
ら
れ
た
。
講
演
後
に
行
わ

れ
た
分
科
会
で
は
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
た
。

　
　

　　

十
九
時
頃
〜
懇
親
会
。
姫
路

キ
ャ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ

テ
ル
に
移
動
し
て
開
催
。
清
興
で
は

一
弦
須
磨
琴
保
存
会
に
よ
る
一
弦

琴
の
演
奏
を
堪
能
。
一
弦
琴
と
は

一
枚
の
板
の
胴
に
一
本
の
弦
張
っ

た
、
共
鳴
胴
を
持
た
な
い
原
始
的

な
弦
楽
器
の
こ
と
。
昭
和
三
十
二

年
に
発
足
し
て
六
十
八
年
、
そ
の

響
き
は
故
郷
を
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
美
し
さ
で
あ
っ
た
。

　　

二
日
目
九
時
〜
大
和
大
学
教
授

得
能
弘
一
氏
に
よ
る
記
念
講
演
。

ご
自
身
の
教
員
経
験
を
述
懐
さ
れ
、

生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
語
ら
れ
た
。「
根
気

強
く
」
と
い
う
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ

る
。
全
体
会
で
は
今
回
は
分
科
会

の
発
表
の
場
で
は
な
く
、
意
見
や

所
感
を
述
べ
る
場
と
な
っ
た
。
直

接
思
い
を
伝
え
る
場
が
な
い
こ
と

育
成
と
教
育
の
重
要
性
を
述
べ
、
全

教
神
協
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
今
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
年
で

も
あ
る
。
谷
山
由
夫
兵
庫
県
教
神
協

会
長
は
こ
の
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
よ

う
な
年
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
は
感
慨
深
い
と

語
っ
た
。

　
式
典
に
続
き
、
令
和
七
年
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。
総
会
後
に
は
射
楯
兵
主
神

社
に
て
正
式
参
拝
。
ご
奉
仕
さ
れ
た

神
職
の
方
々
の
お
作
法
が
美
し
く
、

受
け
る
側
の
気
持
ち
も
引
き
締
ま
っ

た
。祭
式
の
厳
修
を
改
め
て
感
じ
た
。

西
本
和
俊
宮
司
の
お
話
も
大
変
興
味

深
く
、
話
し
方
の
お
手
本
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

　
十
五
時
半
頃
〜
中
央
研
修
会
。
皇

學
館
大
學
教
授
の
渡
邊
毅
氏
に
よ
る

基
調
講
演
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
人
物
伝

の
重
要
性
を
事
例
を
交
え
な
が
ら
お

話
さ
れ
「
生
き
方
や
考
え
方
か
ら
人

生
の
指
針
を
得
て
自
身
の
生
き
方
を
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出
雲
支
部  

山
崎
　
寧
子

　

八
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
岡

山
県
主
催
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
が
、
岡
山
県
津
山
市
で
行
わ
れ

た
。
徳
島
県
の
吉
田
先
生
も
参
加

さ
れ
て
、
島
根
県
か
ら
は
、
４
名
、

総
勢
23
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　

一
日
目
、
岡
山
県
の
会
長
小
坂

先
生
が
宮
司
を
さ
れ
て
い
る
作
楽

神
社
を
会
場
に
、
作
楽
神
社
に
つ

い
て
の
講
話
、
続
い
て
講
義
が
行

わ
れ
た
。

　
講
義
１
は
「
津
山
の
洋
学
に
つ
い

て
」
津
山
洋
学
資
料
館
次
長　

梶

村
明
慶
先
生

　
宇
田
川
一
族
が
、
明
治
に
な
り
、

漢
方
医
か
ら
蘭
方
医
に
転
じ
、
植
物

学
、
化
学
書
な
ど
代
を
重
ね
て
も
洋

学
に
携
わ
っ
て
来
た
事
。箕
作
氏
は
、

西
洋
諸
国
を
理
解
す
る
為
、
世
界
地

理・歴
史
を
研
究
し
、
通
訳
な
ど
で
、

外
交
交
渉
に
活
躍
し
た
な
ど
、
他
藩

と
違
い
洋
学
が
盛
ん
と
は
日
本
の
近

代
化
に
対
し
先
駆
け
た
考
え
を
持
つ

藩
だ
と
思
っ
た
。

　
講
義
２
「
津
山
の
歴
史
」
津
山
郷

土
博
物
館
次
長　
乾
康
二
先
生

　

津
山
は
美
作
国
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
て
い
た
。
森
忠
政
が
領
主

に
な
っ
て
、
川
の
流
れ
な
ど
か
ら
、

鶴
山
に
城
を
築
き
城
下
町
が
で
き

た
。
城
西
が
津
山
の
玄
関
で
あ
っ
た

が
、
津
山
駅
が
出
来
て
人
の
流
れ
が

中
心
部
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た

な
ど
。
森
忠
政
は
、
織
田
信
長
の
小

姓
森
蘭
丸
の
弟
と
い
う
の
は
、
意
外

だ
っ
た
。

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
こ
う
い
っ
た
機

会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
と

て
も
良
い
と
感
じ
た
。
こ
の
場
で
出

さ
れ
た
意
見
が
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

レ
ポ
ー
ト
作
成
後
閉
会
式
典
で
は
同

日
が
広
島
へ
の
原
爆
投
下
の
日
で
あ

る
こ
と
か
ら
、閉
会
に
先
立
ち
黙
祷
、

平
和
で
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
こ

れ
か
ら
先
も
続
く
こ
と
を
祈
っ
た
。

　
「
神
道
精
神
に
根
ざ
し
た
真
の
日

本
人
を
育
て
る
」

第
六
十
四
回
全
教
神
協
全
国
大
会　

大
会
宣
言
で
あ
る
。

　
二
年
ぶ
り
に
参
加
。
久
し
ぶ
り
の

顔
に
ホ
ッ
と
す
る
と
と
も
に
こ
の
気

持
ち
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。
誰
か
を
思
う
心
、
何
か
ひ
と

つ
で
も
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
い

う
向
上
心
。
育
て
る
に
は
ま
ず
自
身

の
姿
勢
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
語
れ
な

い
と
思
う
。
第
六
十
五
回
全
国
大
会

は
佐
賀
県
。
ま
ず
は
教
育
勅
語
を
暗

記
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　

各
県
の
情
報
交
換
会
で
は
、
会

員
の
高
齢
化
、
新
会
員
の
募
集
に

つ
い
て
な
ど
、
各
県
悩
み
は
同
じ

だ
っ
た
。

　

会
場
を
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
に
移

し
て
、
懇
親
会
。
島
根
県
を
皮
切
り

に
３
回
目
と
な
る
、
利
き
酒
大
会

が
行
わ
れ
た
。
連
勝
を
飾
る
の
は
、

鳥
取
県
の
岡
村
兄
弟
。
恐
る
べ
し
！

　 　　

二
日
目
、
中
山
神
社
を
正
式
参

拝
。
美
作
国
の
一
宮
で
現
在
の
社

殿
は
出
雲
の
尼
子
晴
久
氏
の
戦
捷

奉
賛
で
再
建
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
見
学
研
修
で
津
山
郷

第
十
四
回

　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会



　

令
和
六
年
度  

事
　
業
　
報
　
告

令
和
七
年
度  

事
　
業
　
計
　
画

令
和
八
年
度  

事
　
業
　
予
　
告 

・  

六
月
二
十
一
日　

　

現
職
教
員
等
研
修

　
　

神
社
本
庁　

対
面
・
リ
モ
ー
ト

二
名
参
加

・  

七
月
八
日

　

監
査
・
役
員
会

　
　

出
雲
市
個
別
指
導
塾
Ｆ五

名
参
加

・  

八
月
八
日
、
九
日

　

第
六
十
三
回
全
教
神
協
香
川
大
会

　

高
松
市
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

サ
ン
・
イ
レ
ブ
ン　

二
名
参
加

・  

八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
鳥
取
県

　
　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

二
名
参
加

・  

九
月
七
日

　

島
根
県
教
神
協
総
会　

研
修
会　

立
正
大
学
淞
南
高
校

五
名
参
加

・  

十
一
月

　

島
根
県
教
神
協
会
報
発
行

　
　

※
神
社
庁
例
祭
、

　
　
　

神
社
庁
新
年
会
、

　
　
　

出
雲
大
社
例
大
祭
、

　
　
　

竹
島
平
安
祈
願
祭
参
列

・  

六
月
二
十
一
日　

　

現
職
教
員
等
研
修

　
　

神
社
本
庁　

対
面
・
リ
モ
ー
ト

・  

七
月
十
二
日

　

監
査
・
役
員
会

　
　

出
雲
市
個
別
指
導
塾
Ｆ

・  

八
月
五
日
、
六
日

　

第
六
十
四
回
全
教
神
協
兵
庫
大
会　

　
射
楯
兵
主
神
社
・
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

・  

八
月
二
十
日
、
二
十
一
日

　
　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
岡
山
県

　
　

作
楽
神
社
・
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

・  

九
月
二
十
六
日

　

島
根
県
教
神
協
総
会　

研
修
会

　
　
　
　

島
根
県
神
社
庁

・  

十
一
月

　

島
根
県
教
神
協
会
報
発
行

　
　
※
神
社
庁
例
祭
、神
社
庁
新
年
会

　
　
　

 

出
雲
大
社
例
大
祭 

、竹
島
平
安
祈
願
祭

・  

八
月　

　
第
六
十
四
回
全
教
神
協　

佐
賀
大
会

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会　

広
島
県

島
根
県
教
神
協
総
会
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土
博
物
館
、
津
山
洋
学
資
料
館
を
訪

れ
、
昨
日
の
講
義
内
容
を
思
い
出
し

な
が
ら
見
学
し
た
。

　
岡
山
県
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
回
、
広
島
県
は
、
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
改
装
後
の
見
学
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

出
雲
支
部  

山
崎
　
寧
子

　
九
月
二
十
六
日
、
島
根
県
神
社
庁

で
行
わ
れ
た
。
総
会
は
５
名
。
令
和

六
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
。

令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案

が
可
決
さ
れ
た
。
令
和
八
年
に
は
、

会
員
の
神
社
巡
り
を
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

　
午
後
か
ら
の
研
修
会
は
参
加
４
名

と
寂
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
が
、
令
和

七
年
に
祭
式
の
変
更
が
あ
っ
た
と
い

う
事
で
、
金
築
参
事
に
講
師
を
お
願

い
し
た
。
一
覧
表
を
見
る
と
、
沢
山

の
変
更
で
め
ま
い
が
し
そ
う
に
な
っ

た
が
、
記
載
が
丁
寧
に
な
っ
た
部
分

が
多
く
、
実
際
の
変
更
点
は
、
随
員

の
作
法
、
大
床
の
作
法
の
二
点
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
立
礼
で
の
作
法

な
ど
の
講
義
を
受
け
た
。
私
に
取
っ

て
の
新
た
な
発
見
は
、
一
つ
一
つ
の

行
事
の
中
で
は
動
作
は
重
な
っ
て
も

良
い
が
、
修
祓
だ
け
は
、
大
麻
は
祓

主
と
動
作
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
う
事
だ
っ
た
。

　
金
築
参
事
の
教
え
方
は
、
理
由
な

ど
含
め
て
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
と

て
も
理
解
し
や
す
い
と
思
う
。

　
近
年
の
参
加
人
数
が
少
な
く
残
念

に
思
う
。次
回
は
、是
非
沢
山
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。



会
員
寄
稿

戦
後
八
十
年
の
酷
暑
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奥
出
雲  
石
原
　
道
夫

　
今
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年

と
い
う
こ
と
で
、
靖
國
の
遺
児
で
あ

る
小
生
は
忙
し
い
夏
を
迎
え
た
。
六

月
に
十
一
日
間
、
太
平
洋
上
を
巡
る

洋
上
慰
霊
に
出
か
け
た
り
、
酷
暑
八

月
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
し

た
り
、
日
本
遺
族
会
関
係
の
諸
会
合

や
行
事
に
出
席
し
た
ほ
か
、
東
京
九

段
に
鎮
ま
る
「
靖
國
神
社
」
に
二
月

十
九
日
に
続
い
て
八
月
十
四
日
に
も

参
拝
し
た
。

　
「
靖
國
神
社
」
は
小
生
が
学
生
の

頃
に
四
年
間
神
務
実
習
し
た
懐
か
し

い
神
社
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
の
白

衣
神
職
の
方
は
皆
無
で
、
当
時
仲
良

く
し
て
い
た
ゞ
い
た
方
と
し
て
は
、

神
門
で
今
も
写
真
屋
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
「
塚
本
写
真
館
」
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
事
程
左
様
に
戦
後
の

ど
さ
く
さ
が
続
く
昭
和
三
十
年
代
と

比
較
す
る
と
今
や
大
き
く
様
変
わ
り

し
た
御
社
頭
で
あ
り
、
神
門
を
出
入

り
す
る
参
拝
者
の
数
も
心
な
し
か
少

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

一
方
で
は
、
当
時
と
は
比
べ
よ
う
も

な
い
程
に
完
備
し
た
「
遊
就
館
」
の

佇
ま
い
が
あ
る
。
別
け
て
も
、
小
中

高
の
若
者
の
拝
観
が
多
い
と
報
じ
ら

れ「
僕
は
、修
学
旅
行
で
沖
縄
の『
ひ

め
ゆ
り
の
塔
』
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
際
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
実
感
し
、

こ
の
『
遊
就
館
』
で
も
平
和
が
ど
れ

だ
け
大
切
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
、
展
示
品
の
数
々
に
感
動

し
た
思
い
を
述
べ
た
高
校
生
の
一
文

が
貼
り
だ
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、そ
の
「
靖
國
神
社
」
を
「
子

供
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
」

「
孫
・
ひ
孫
た
ち
に
ど
う
語
り
伝
え

て
い
く
か
」、
御
神
前
に
額
づ
い
て

英
霊
へ
の
感
謝
と
世
界
平
和
へ
の
祈

り
を
捧
げ
な
が
ら
、
い
つ
も
思
う
の

は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
折
、毎
月
「
靖
國
神
社
」

か
ら
送
っ
て
い
た
ゞ
く
『
靖
國
』
九

月
号
に
「
靖
國
神
社
～
国
を
靖
ん
ず

る
力
の
源
泉
」
と
し
た
特
集
記
事
が

あ
り
、
深
く
感
銘
を
受
け
た
の
で
紹

介
し
た
い
。
執
筆
者
は
「
新
し
い
教

科
書
を
つ
く
る
会
」
の
伊
勢
雅
臣
氏

で
あ
り
、
日
頃
か
ら
「
我
が
国
の
将

来
を
靖
ん
ず
る
た
め
に
も
、
靖
國
神

社
の
意
義
を
子
供
た
ち
に
ど
う
伝
え

る
べ
き
か
」
の
課
題
に
真
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

最
近
、
公
立
中
学
校
の
心
あ
る

ベ
テ
ラ
ン
社
会
科
教
師
に
、靖
國

神
社
を
教
え
る
一
時
間
の
授
業

を
実
践
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
意
外
だ
っ
た
の
は
、
そ

の
授
業
が
「
神
様
と
は
何
か
」

か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
現

在
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
で
は

靖
國
神
社
の
記
載
ど
こ
ろ
か

「
神
社
と
は
」
の
初
歩
的
説
明

も
な
く
「
神
仏
習
合
」
に
多

少
言
及
さ
れ
る
程
度
で
、
そ
も

そ
も
の
「
神
社
と
は
…
神
道
と

は
…
」
の
き
ち
ん
と
し
た
説
明　
　

が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
生
徒
た
ち
の
心
に
届

く
授
業
を
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
「
神
社
と
は
」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の
や
り

方
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
行

き
届
い
た
心
配
り
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
で
「
神
話
の
神

様
、
人
間
の
神
様
、
自
然
の
神

様
」
に
触
れ
る
見
事
な
導
入
を

さ
れ
、
そ
の
う
え
で
「
靖
國
神

社
の
神
様
は
？
」「
靖
國
問
題

と
は
？
」
に
対
し
て
ス
ラ
イ
ド

で
簡
潔
、
的
確
な
説
明
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、最
後
に『
靖

國
で
会
お
う
』
が
戦
争
に
行
く

人
の
誓
い
で
あ
っ
た
、
と
紹
介

し
「
事
実
を
知
り
、
先
人
の
想

い
を
想
像
し
、
自
分
の
頭
で
考

え
よ
う
」
と
結
ぶ
授
業
で
あ
り

ま
し
た
。

　
伊
勢
氏
は
、
続
い
て
授
業
を
受
け

た
生
徒
た
ち
の
感
想
文
も
紹
介
し
、

最
後
に
自
ら
の
想
い
を
「
こ
の
よ
う



戦
後
八
十
年

　
　
　
戻
ら
ぬ
海
没
遺
骨
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に
感
謝
と
志
を
確
か
に
抱
い
た
次
世

代
の
国
民
が
、
家
族
連
れ
や
若
い

カ
ッ
プ
ル
で
靖
國
神
社
を
参
拝
し
、

例
大
祭
や
み
た
ま
祭
り
が
大
賑
わ
い

と
な
る
。
そ
う
い
う
光
景
が
、
草
葉

の
陰
の
英
霊
を
慰
め
、
近
隣
諸
国
へ

の
抑
止
力
と
な
り
、
そ
し
て
靖
國
神

社
が
ま
す
ま
す
国
を
靖
ず
る
力
の
源

泉
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」
と
纏

め
て
お
ら
れ
た
。

　
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
尊
ぶ

神
道
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
感
性

の
中
核
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
久
し

い
。
こ
の
『
靖
國
』
九
月
号
に
あ
る

よ
う
に
、靖
國
神
社
を
学
ぶ
こ
と
で
、

子
供
た
ち
の
心
の
中
に
潜
ん
で
い
る

日
本
人
の
感
性
が
蘇
れ
ば
「
い
い
ー

ナ
」
と
願
う
、
今
年
の
節
目
の
暑
い

夏
で
あ
っ
た
。

ツ
デ
ッ
キ
で
開
催
さ
れ
る
慰
霊
式
典

に
出
席
す
る
こ
と
が
中
心
で
し
た
。

父
を
知
ら
な
い
八
十
歳
代
前
半
の
遺

児
が
「
お
父
さ
ん
・
お
父
さ
ん
…
」

と
呼
び
か
け
る
追
悼
の
言
葉
に
心
魅

か
れ
て
共
に
涙
し
、
や
り
き
れ
な
い

遺
族
の
思
い
を
昇
華
さ
せ
る
時
間
で

し
た
。戦
争
映
画
の
鑑
賞
で
む
せ
び
、

講
話
に
耳
を
傾
け
、
自
分
史
や
家
族

史
の
作
成
に
挑
む
な
ど
、
有
意
義
な

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
南
洋
パ
ラ
オ
島
沖
の
洋

上
で
戦
死
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
航

海
は
そ
の
海
上
ま
で
は
行
き
ま
せ

ん
の
で
、
六
月
七
日
の
パ
ラ
オ
島

を
遥
か
に
し
た
レ
イ
テ
島
東
方
沖

で
行
わ
れ
た
慰
霊
式
に
海
域
該
当

者(

五
十
二
名)

の
一
人
と
し
て
臨

み
ま
し
た
。
南
海
の
煌
々
と
照
り
つ

け
る
太
陽
の
下
、
海
上
か
ら
吹
き
上

が
る
潮
風
を
受
け
な
が
ら
、
デ
ッ
キ

に
は
い
つ
も
通
り
の
『
洋
上
戦
没
者

精
霊
位
』
と
墨
書
き
さ
れ
た
標
柱
が

建
て
ら
れ
、
各
々
が
白
菊
を
献
じ
て

拝
礼
、
更
に
四
階
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

奥
出
雲  

石
原
　
道
夫

　
洋
上
慰
霊
の
船
旅
が
、
日
本
遺
族

会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
私
も
父
の
霊

璽
・
龍
笛
を
懐
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
国
の
助
成
を
受
け
、
四
十
二
都
府

県
二
一
八
人
の
遺
児
た
ち
が
六
月
一

日
か
ら
台
湾
海
峡
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖

合
な
ど
を
十
一
日
間
か
け
て
巡
る
三

回
目(
最
終
回)

の
旅
で
す
。

　

こ
の
度
も
客
船
・
日
本
丸
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
航
海
中
の
海
域
ご

と
に
慰
霊
式
典
を
挙
行(
九
回)

し

た
り
、
戦
争
反
対
と
平
和
の
大
切
さ

を
後
世
に
語
り
継
ぐ
「
語
り
部
」
研

修
も
開
催
。
戦
艦
大
和
や
武
蔵
の
沈

没
海
域
を
航
行
し
て
慰
霊
の
誠
を
捧

げ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
へ
の
寄

港
時
に
は
現
地
の
子
ど
も
た
ち
を
船

内
に
招
い
て
交
流
会
を
開
く
こ
と
も

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
海
上
の
毎
日
は
、
七
階
の
ス
ポ
ー

デ
ッ
キ
に
移
動
し
て
青
海
原
に
供
物

と
切
り
花
を
納
め
、
汽
笛
を
合
図
に

黙
祷
し
ま
し
た
。

　
私
は
「
親
父
…
一
緒
に
奥
出
雲
に

還
ろ
う
ョ
」
と
龍
笛
を
吹
き
な
が
ら

の
霊
璽
奉
安
祭
。
流
れ
る
涙
と
共

に
「
戦
死
し
た
親
父
た
ち
は
、
今
も

六
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
沈
ん
だ
ま

ま
。
戦
後
八
十
年
、
未
だ
に
戦
後
処

理
が
で
き
な
い
の
か
」
と
無
念
が
深

ま
る
慰
霊
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
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戦
後
80
年
を
迎
え
国
民
の
多
く
が

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
人
が
平
和
ボ
ケ
し
て
い
る

間
に
近
隣
諸
国
は
着
々
と
軍
備
を
増

強
し
、
他
国
で
は
紛
争
が
続
い
て
い

ま
す
。「
話
せ
ば
わ
か
る
」
と
い
う

の
は
、
ま
っ
た
く
通
用
し
な
い
の
が

良
く
わ
か
り
ま
す
。
平
和
で
あ
る
事

が
一
番
で
す
が
、
準
備
だ
け
は
怠
っ

て
は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
す
。

　
高
市
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ガ

ラ
ス
の
天
井
は
破
る
事
が
出
来
る
と

証
明
さ
れ
た
の
で
、
今
後
、
女
性
の

一
層
の
活
躍
が
期
待
出
来
る
時
代
に

な
っ
た
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
、
玉
稿
を
お
寄
せ
下

さ
っ
た
会
員
の
先
生
方
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
山
崎
　
寧
子
）

----------------------

編 

集 

後 

記

----------------------
大
田
支
部
　
苅
田
神
社
　
禰
宜  

壷
倉
　
和
良

　
私
は
、
こ
の
度
、
大
田
市
久
手
町

に
あ
り
ま
す
延
喜
式
内
社
で
あ
る
苅

田
神
社
の
禰
宜
を
拝
命
す
る
と
と
も

に
、
立
正
大
学
淞
南
高
等
学
校
教
諭

と
し
て
、
島
根
県
教
育
関
係
神
職
協

議
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
勤
務
地
が
松
江
市

で
あ
る
た
め
、
土
日
の
祭
り
で
ご
奉

仕
す
る
二
足
の
わ
ら
じ
で
な
か
な
か

現
在
大
変
な
も
の
で
あ
る
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
学
校
の
方
で
は
三
学

年
担
任
と
進
路
を
主
に
担
当
し
て
い

る
た
め
、
多
忙
な
日
々
に
追
わ
れ
、

自
ら
の
こ
と
が
後
回
し
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
原
稿
に
つ
い
て
も
失

念
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
何
か
と
至

ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
年
ば
か
り

重
ね
、
50
代
半
ば
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
実
家
は
、
神
主
家
系
で
あ
る

羽
根
に
あ
る
本
壷
倉
の
分
家
で
あ
る

西
壷
倉
家
と
し
て
代
々
苅
田
神
社
神

主
と
し
て
務
め
て
参
り
ま
し
た
。
私

で
五
代
目
と
な
り
ま
す
。
苅
田
神
社

は
苅
田
彦
命
、
苅
田
姫
命
を
お
祀
り

し
、
五
穀
豊
穣
稲
作
の
神
様
を
中
心

に
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。
戦
没
者

１
９
１
名
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
祖

霊
社
も
祀
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

田
地
区
で
は
か
つ
て
飢
饉
の
時
、
サ

ツ
マ
イ
モ
栽
培
を
伝
承
し
、
地
域
を

救
っ
て
い
た
だ
い
た
代
官
井
戸
様
を

お
祀
り
す
る
小
宮
さ
ま
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
元
の
ご
先
祖
様
方
々
が

大
切
に
し
て
き
た
お
社
を
何
と
か
大

切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
す
。
た
だ
、
地
方
神
社
の
宿
命
で

あ
る
氏
子
の
減
少
は
私
の
地
域
で
も

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
厳
し
い
状

況
が
年
々
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
氏
子
の
代
替
わ
り
も
な
か
な
か

難
し
く
、
祭
り
の
引
き
継
ぎ
、
総
代

さ
ん
の
交
代
な
ど
難
し
い
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
地
方
神
社
を
支

え
て
く
だ
さ
る
若
い
氏
子
さ
ん
方
の

参
加
が
増
え
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
諸
先
輩
方
の
豊
富
な
経
験
を

う
か
が
い
、
島
根
県
の
多
く
の
神
社

で
抱
え
て
い
る
課
題
に
向
き
合
い
つ

つ
、
少
し
で
も
奉
務
神
社
を
通
じ
て

島
根
県
神
社
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
に
尽
力
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
お
祭
り
の
作

法
や
習
わ
し
、
所
作
や
祝
詞
何
一
つ

と
っ
て
も
初
心
者
マ
ー
ク
の
取
れ
な

い
身
の
上
で
す
が
、
何
卒
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。


